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３
・
11
か
ら

12
年
、
福
島
第

一
原
発
は
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
し
た

ま
ま
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
状

態
で
す
。
汚
染
水
が
ど
れ
く

ら
い
漏
れ
て
い
る
の
か
も
分

か
ら
ず
、
分
か
っ
て
い
る
汚

染
水
も
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る

し
か
方
法
が
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
タ
ン
ク
も
満
杯
に

な
り
、
い
よ
い
よ
海
に
流
す

こ
と
を
政
府
は
決
め
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
原
発
は
事

故
を
起
こ
す
し
、
そ
の
時
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
で
あ
る

と
み
ん
な
が
知
っ
て
い
ま
す
。

愚
か
な
こ
と
に
日
本
政
府
は

原
発
再
稼
働
と
原
発
新
設
に

舵
を
切
り
ま
し
た
。
▼
日
本

政
府
の
も
う
一
つ
の
愚
か
な

決
断
は
「
反
撃
能
力
の
保
持
」

と
い
う
間
違
い
で
す
。
戦
争

の
で
き
る
国
に
舵
を
切
っ
た

こ
と
で
す
。
し
か
も
国
会
で

話
し
合
わ
ず
に
閣
議
決
定
で

決
め
ま
し
た
。
日
本
は
い
つ

の
間
に
か
専
制
主
義
国
家
に

変
貌
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

日
本
は
先
制
攻
撃
を
し
ま

す
。
ま
た
、
相
手
か
ら
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
さ
れ
た
ら
ミ
サ
イ

ル
を
撃
ち
返
し
ま
す
。
ま
さ

に
憲
法
違
反
の
閣
議
決
定
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
絶
対
に

許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
一
旦
戦
争
を
始
め
た
ら

そ
の
日
か
ら
日
本
国
民
は
今

ま
で
の
よ
う
な
普
通
の
生
活

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
見
れ
ば
分
か
る

は
ず
で
す
。
政
府
の
仕
事
は

国
民
に
幸
せ
な
生
活
を
保
障

す
る
こ
と
な
の
に
、
日
本
国

民
は
い
つ
か
ら
こ
ん
な
政
治

を
許
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
日
本
を
「
新
し

い
戦
前
」
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。	

（
Ｎ
ｏ
ｂ
）

－はるな生協の現況－
（2023年６月29日現在）

組合員数	 19,517人
出資総額	 390,538,000円
一人平均出資額	 20,010円

電話 027（323）2762 ７ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

真
夏
日
と
な
っ
た
６
月
17
日
、
は
る
な
生
協
第
71
回
通
常
総
代
会
が
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
ま
ご
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
に
傍

聴
含
め
１
６
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

５
本
の
議
案
提
案
が
行
わ
れ
、
全
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
、

２
０
２
３
年
度
新
入
職
員
紹
介
や
２
０
２
２
年
度
仲
間
増
や
し
、
出
資
金
増
や

し
の
目
標
達
成
し
た
支
部
と
職
場
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
生
協に

つ
い
て

監
査
報
告

質
疑
・
討
論
９
本

何
と
し
て
も

黒
字
を
！

　

開
会
に
あ
た
り
小
笠
原
真

明
常
任
理
事
よ
り
、「
大
変

な
情
勢
の
中
だ
が
、
生
協
の

力
を
結
集
し
私
た
ち
の
声
を

大
き
く
力
を
合
わ
せ
て
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
開
会
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
中
居
第
一
支

部
の
根
岸
尚
代
総
代
、
第
６

支
部
の
渡
辺
百
合
子
総
代
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
よ
り
書
記
の
指
名
、

議
事
運
営
委
員
に
、
資
格
審

査
委
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
、
群
馬
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
副
会
長

理
事
の
吉
田
登
様
よ
り
挨
拶

が
行
わ
れ
、
県
内
生
協
の
経

営
状
況
及
び
医
療
生
協
、
消

費
生
協
の
活
動
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

大
変
で
あ
っ
た
が
、
生
協
運

動
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

し
、
今
後
も
連
携
を
強
く
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
宏
特
定
監
事
よ
り
、「
問

題
な
く
運
営
さ
れ
て
い
る
」

と
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

質
疑
は
８
本
の
発
言
と
答

弁
が
さ
れ
、
議
案
の
補
強
と

し
て
１
本
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

酒
井
潤
専
務
理
事
に
よ
る

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
、

４年ぶりに会場いっぱいとなった通常総代会

酒井潤専務理事

田口正美総代齋藤有功総代

関宏特定監事

２
０
２
３
年
度
事
業
方
針
で

は
、
感
染
第
７
波
に
よ
る
昨

年
７
月
か
ら
の
対
応
、
組
合

員
活
動
に
起
因
す
る
感
染
者

は
出
て
い
な
い
が
、
11
月
以

降
複
数
の
事
業
所
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

情
勢
に
ふ
れ
、
コ
ロ
ナ
と

物
価
高
騰
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
。
生
協
の
立
場

と
し
て
国
民
の
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
取
り
組
み
の
強

化
、
そ
の
た
め
に
も
事
業
の

安
定
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
む
こ
と
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
は
何
と
し

て
も
黒
字
を
確
保
す
る
と
し

て
、
事
業
所
毎
に
重
点
課
題

と
目
標
の
設
定
、
月
２
回
の

機
関
会
議
で
進
捗
管
理
を
行

う
事
、
経
営
改
善
特
別
月

間
「
か
え
る
ニ
ュ
ー
ス
」
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
０
２
３
年
度
主
な
事
業

計
画
で
は
11
点
の
計
画
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

①	

地
域
連
携
紹
介
を
断
ら
な

い
②	

病
院
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

改
善

③	

発
熱
者
へ
の
対
応
、
ワ
ク

チ
ン
接
種

④	

業
務
改
善
と
効
率
的
な
人

員
配
置

⑤	

在
宅
医
療
、
訪
問
歯
科
診

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

 

生
協
と
し
て

第
71
回
通
常
総
代
会

療
⑥
家
庭
医
療
機
能
強
化

⑦
医
師
の
働
き
方
改
革

⑧	

看
多
機
事
業
を
軌
道
に
、

虹
の
家
の
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
改
善

⑨	

高
齢
者
住
宅
の
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
指
定
に

向
け
た
検
討

⑩	

あ
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
拡
大
強

化
、
居
場
所
づ
く
り

⑪
医
師
歯
科
医
師
の
確
保

　

第
３
号
議
案
、
役
員
報
酬

の
決
定
の
件
、
第
４
号
議
案

役
員
補
充
選
任
の
件
で
は
長

谷
川
彰
理
事
の
退
任
、
羽
鳥

圭
亮
理
事
の
選
任
提
案
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
５
号
議
案
役

員
退
職
慰
労
金
支
給
決
定
の

件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
正
美
総
代（
塚
沢
支
部
）

　

経
常
剰
余
確
保
に
つ
い

て
。
５
月
ま
で
の
経
営
状
況

及
び
昨
年
の
実
績
。
役
員
退

慰
労
金
に
つ
い
て
。

　

健
診
利
用
時
の
要
望
と
胃

カ
メ
ラ
苦
痛
な
く
終
了
後
即

説
明
が
聞
け
た
。

齋
藤
有
功
総
代（
矢
中
支
部
）

　

住
所
不
明
組
合
員
調
査
に

つ
い
て
。
法
定
脱
退
の
死
亡

確
認
書
類
に
つ
い
て
。

　

病
院
の
待
ち
時
間
に
つ
い

て
。
夜
間
警
備
員
の
金
銭
や

り
取
り
に
つ
い
て
。

　

班
会
の
開
催
と
対
応
に
つ

い
て
。
緑
十
字
配
達
の
職
員

協
力
に
つ
い
て
。
最
後
に
小

児
科
利
用
者
の
感
謝
の
声
を

紹
介
さ
れ
た
。
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

小
池
尊
総
代
（
職
員
支
部
）

　

70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
。

小池尊総代

富岡真理子傍聴

2022年度　年間目標達成支部

大野清常任理事

目標達成の支部・職場表彰

新入職員紹介

関三枝子総代松本由美子総代 飯島静男総代

飯
島
静
男
総
代（
第
６
支
部
）

　

職
員
の
意
見
に
つ
い
て
。

関
三
枝
子
総
代（
矢
中
支
部
）

　

職
員
の
状
況
に
つ
い
て
。

　

健
診
は
親
切
で
良
い
、
設

備
の
充
実
へ
の
期
待
。

松
本
由
美
子
総
代（高

南
支
部
）

　

職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い

て
。
良
い
医
療
へ
の
期
待
。

富
岡
真
理
子 

傍
聴
（
職
員
）

　

管
理
部
の
一
員
と
し
て
意

見
を
受
け
止
め
、
情
勢
に
ふ

れ
、
社
会
保
障
の
充
実
、
少

子
化
対
策
の
財
源
は
ど
こ

に
。
外
に
目
を
向
け
政
治
を

変
え
な
け
れ
ば
。

　

４
月
よ
り
、
全
国
の
病
院

や
診
療
所
、
薬
局
等
の
医
療

機
関
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
導
入
す
る
こ
と

が
原
則
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
ま
で
患
者
様
の
保
険
証

の
情
報
は
、
自
治
体
や
会
社

が
発
行
し
て
い
る
保
険
証
を

見
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
保
険
証
の
発
行
元
に

直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
保
険
証
の
情
報
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
患
者
様

が
他
の
医
療
機
関
で
処
方
さ

れ
た
お
薬
の
情
報
や
特
定
健

診
の
結
果
情
報
を
当
院
の
医

師
が
診
察
の
際
に
見
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は

　

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は
、
保

険
証
の
情
報
が
連
携
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
こ

と
で
す
。
患
者
様
が
マ
イ
ナ

保
険
証
を
専
用
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
病

院
は
保
険
証
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

使
い
方
の
手
順

　

高
崎
中
央
病
院
で
は
、
総

合
受
付
に
１
台
、
予
約
受
付

に
１
台
、
計
２
台
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
マ
イ
ナ
保
険
証

大
野
常
任
理
事

　

健
康
づ
く
り
委
員
会
の
募

集
、
た
す
け
あ
い
の
会
あ
ん

じ
ゃ
ね
ぇ
協
力
者
募
集
。

　

こ
れ
ら
に
関
し
て
酒
井
専

務
及
び
関
沼
副
理
事
長
よ
り

説
明
を
行
っ
た
。

　

全
議
案
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

仲間増やし・出資金増やし
２目標達成

仲間増やし目標達成

出資金増やし目標達成

塚沢支部、佐野支部、
看護小規模多機能つむぎ

地域支部…乗附支部
職員支部…総務部、介護事業部

地域支部… 六郷支部、倉賀野支部、
高関支部、中居第一支
部、江木支部、中居第
二 支 部、 箕 郷 町 支 部、
榛名町支部、群馬町支
部、片岡・八千代支部、
上中居支部

職員支部…医事課、組合員活動部

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
と
は

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
と
は

の
読
み
取
り
を
行
い
、
そ
の

後
診
察
券
を
窓
口
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

①
ま
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
赤
枠
の
場
所
に
置
き
ま

す
。ケ
ー
ス
や
袋
か
ら
出
し
、

顔
写
真
の
あ
る
面
を
上
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

暗
証
番
号
か
顔
認
証
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
暗
証
番
号

を
選
ん
だ
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
た
際

に
設
定
し
た
４
桁
の
番
号
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
顔
認

証
を
選
ん
だ
場
合
は
機
械
に

顔
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
マ

ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
外
す
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

容
を
当
院
の
医
師
が
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
願
い

　

現
在
の
制
度
で
は
、
福
祉

医
療
や
難
病
医
療
、
自
立
支

援
の
受
給
者
証
な
ど
、
公
費

負
担
に
係
る
保
険
情
報
が
マ

イ
ナ
保
険
証
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
読
み
込
ん
だ
場
合
で

も
、
各
種
受
給
者
証
は
窓
口

に
ご
提
示
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
保
険
証
に
つ
い
て

　
従
来
の
保
険
証
も
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
紙
の
保
険
証
を

窓
口
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

仕
組
み
を
利
用
し
た
新
た
な

取
り
組
み
も
今
後
ど
ん
ど
ん

実
施
さ
れ
て
い
く
予
定
で

す
。
患
者
様
・
病
院
共
に
、

こ
の
新
し
い
制
度
を
う
ま
く

活
用
し
、
質
の
高
い
診
療
や

健
康
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
崎
中
央
病
院

医
事
課　

主
任

新
井　
　

徹

通
町
診
療
所
、
は
る
な
生
協

歯
科
診
療
所
で
は
ま
だ
専
用

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

③
薬
剤
情
報
の
提
供
に
つ
い

て同
意
す
る
と
、
他
の
病
院
で

処
方
さ
れ
た
薬
の
情
報
を
当

院
の
医
師
が
閲
覧
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

④
特
定
健
診
情
報
の
提
供
に

つ
い
て

同
意
す
る
と
、
他
の
病
院
で

受
け
た
特
定
健
診
の
結
果
内

⑤
⑥
自
分
の
名
前
が
表
示
さ

れ
、
カ
ー
ド
を
取
り
出
す
よ

う
案
内
す
る
画
像
が
出
ま

す
。

　

こ
こ
で
患
者
様
へ
の
お
願

い
で
す
が
、
カ
ー
ド
を
取
る

前
に
、
下
方
に
表
示
さ
れ
る

「
高
額
療
養
費
制
度
を
利
用

す
る
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

当
院
の
シ
ス
テ
ム
上
、
こ
ち

ら
を
押
さ
な
い
と
限
度
額
や

負
担
割
合
が
正
し
く
反
映
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、

も
し
月
々
の
医
療
費
が
一
定

金
額
を
超
え
る
よ
う
な
高
額

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
、
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
で
す
。
利
用
に
同
意

し
て
も
患
者
様
へ
の
不
利
益

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

⑦
カ
ー
ド
を
お
取
り
く
だ
さ

い
。

お
詫
び

　

Ｎ
ｏ
ｂ
様
か
ら
５
月

号
に
寄
稿
頂
き
ま
し

た
。
遅
れ
て
掲
載
と
な

り
お
詫
び
致
し
ま
す
。

緑
十
字
編
集
委
員
会
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□高崎中央病院  TEL 027（323）2665　　□通町診療所  TEL 027（322）6534　　□はるな生協歯科診療所  TEL 027（388）0022

高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00 ～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

高齢者あんしん
センター通町

℡（027）322-2011

介護センター
ほほえみの杜

℡（027）395-8871

在宅福祉総合センター
ほほえみ

℡（027）330-6030

高齢者住宅
虹の家

℡（027）395-8801

看護小規模多機能
つむぎ

℡（027）353-2700

℡（027）322－6534㈹

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

2023年７月〜

（高崎中央病院）
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無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

メール　kumikatu@harunacoop.com

ＱＲコード
サツマイモ畑（東貝沢町）

「劇場版　荒野に希望の灯をともす」上映会のおしらせ

百の診療所より一本の水路を
－医師 中村哲 現地活動35年の軌跡－

こうやって活用　ふるさとの散歩道こうやって活用　ふるさとの散歩道

思
い
出
の
１
枚

思
い
出
の
１
枚

①
東
貝
沢
町

日
程
：
８
月
４
日
（
金
）

　
　
　

14
時
か
ら
１
時
間

　

集
合
は
、
は
る
な
生
協
組

合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
。
送
迎

し
ま
す
。

②
箕
郷
町

日
程
：
８
月
５
日
（
土
）

　
　
　

14
時
か
ら
１
時
間

　

現
地
集
合
で
す
。

　

参
加
人
数
に
よ
っ
て
１
時

間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
先
：
組
合
員
活
動
部　

担
当
佐
藤
ま
で

０
２
７-

３
２
３-

２
７
６
２

7070
周
年
記
念
企
画

周
年
記
念
企
画

サ
ツ
マ
イ
モ
畑

サ
ツ
マ
イ
モ
畑

草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

高
崎
中
央
病
院

の
玄
関
に
た
た
ず

む
カ
エ
ル
の
事
を

知
っ
て
い
ま
す

か
。

　

高
崎
中
央
病
院

が
通
町
（
今
の
通

町
診
療
所
）
か
ら

そ
こ
か
ら
日
曜
日
ま
で
宇
都

宮
診
療
所
で
所
長
業
務
を
こ

な
し
て
い
た
。
日
曜
に
帰
り

子
ど
も
を
抱
く
と
大
泣
き
さ

れ
た
な
」
と
櫻
井
先
生
。

宇
都
宮
診
療
所
の
皆
さ
ん
が

職
員
旅
行
で
高
崎
を
訪
れ
、

先
生
へ
の
お
礼
と
患
者
さ
ん

へ
　
「
入
院
し
て
治
療
し
て
無

事
に
帰
る
」
の
思
い
を
込
め

て
届
け
ら
れ
た
の
が
、
あ
の

カ
エ
ル
で
す
。

　

今
度
カ
エ
ル
を
見
か
け
た

ら
、
医
療
を
支
え
る
人
々
の

絆
と
患
者
さ
ん
へ
の
思
い
を

感
じ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で

す
。

無
事
に
カ
エ
ル

無
事
に
カ
エ
ル

　

30
年
前
頃
の
生
協
主
催
盆
踊
り
の
１
枚
。
は
な
が
か

か
っ
た
前
で
自
慢
の
法
被
姿
で
パ
チ
リ
！

（
盆
踊
り
で
お
祝
い
金
を
出
す
と
「
は
な
」
が
か
か
っ
た

と
言
っ
て
、
半
紙
に
氏
名
、
金
額
を
書
い
て
掲
示
板
に
掲

げ
ま
し
た
）

提
供
：
高
関
支
部

　アフガニスタンで医療活動に従事していた中村は、現地の人々に信頼さ
れ、医療支援が順調に進んでいた2000年、大干ばつに見舞われ、医療で人々
を支えることの限界に直面した。その時、中村は誰も想像しなかった決断
をする。用水路の建設だ。
　専門家がいないまま始められた戦火の中の大工事は、苦難の連続だった。
一つ一つの困難を乗り越えて7年の歳月をかけて用水路は完成した。かつ
ての荒野は広大な緑の大地へ変貌し、いま65万人がささえられている。そ
して―。

○日　時　９月22日（金）
　　　　　（午前の部）午前10時30分～
　　　　　（午後の部）午後２時00分～
　　　　　（夜 の 部）午後６時30分～
・午前の部・午後の部に谷津監督によるアフタートークイベントあります。
○会　場　高崎市シティギャラリー・コアホール
○前売券
　1,200円（当日1,400円）
　高校生以下当日割引料金
　　　　　　　　（1,000円）
○お問合せ　027（323）2762
　　　　　　（組合員活動部）
■撮影・監督；谷津賢二
■主催；はるな生活協同組合
■後援；高崎市、
　　　　高崎市教育委員会

第24回 ふるさとの散歩道
『高崎市役所周辺の戦争・平和の碑めぐり』

　今回の散歩道を歩こう企画は暑い時期のため中止します。
　戦後78年が経ち、高崎や前橋が空襲にあったことを知らない世代が増え
ていますが、市役所周辺の公園には戦争の記憶を留める碑がひっそりとた
たずんでいます。
　終戦の日が近いこの時期に、身近な場所で当時に思いを馳せてみるのは
いかがでしょうか。
【見どころ】高崎城跡＝歩兵第15連隊跡の碑・顕彰碑
高崎城址公園＝平和モニュメント、被爆二世の木（アオギリ・クスノキ）
高崎市役所１階市民ロビーおよび各支所＝平和パネル展。原爆投下後の広
島・長崎の写真、広島市の高校生が描いた作品を展示。
期日と会場＝高崎市役所１階市民ロビー８／２（水）～８／14（月）、榛名・
群馬・吉井の各支所１階ロビー８／17（木）～８／23（水）、倉渕・箕郷・
新町の各支所１階ロビー８／25（金）～８／31（木）
※平和パネル展の日程は変更になる可能性があります。詳しくは広報高崎
７／15号をご確認ください。
お問い合わせ先：組合員活動部（井上）電話027（323）2762

※こまめに水分補給するなどして歩いてください。
※歩兵第15連隊跡の碑と高崎市役所正面玄関の写真を撮ってこられた方に
は参加賞を差し上げます。組合員活動部までお越しください。
※コース地図は組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
※１回～ 23回までの散歩道の地図も組合員ふれあい会館１階に用意してあ
ります。

　塚沢支部、芝スト班では６月に第５回の歴史名所探訪に出かけました。
今回は「長野堰～並榎地区」。教育文化委員会で紹介する「ふるさとの散
歩道」を有効活用、ガイドは班の仲間です。
　「皆勉強熱心、得意分野があるからみんな
主役の班です」と班長荒井さん。散歩の後は
美味しい食事会、そして後日散策の思い出冊
子が届けれられるまでがお楽しみです。

高
関
町
に
新
築
移
転
す
る

１
９
８
５
年
頃
の
お
話
で

す
。

　

栃
木
に
あ
る
宇
都
宮
診
療

所
の
皆
さ
ん
か
ら
送
り
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
送
ら
れ
た
の
か

　

当
時
、
宇
都
宮
診
療
所
で

は
所
長
不
在
と
な
っ
て
お

り
、
民
主
医
療
機
関
連
合
会

の
全
国
の
連
携
に
よ
り
、
櫻

井
康
喜
先
生
（
は
る
な
生
協

前
理
事
長
）
が
３
代
目
の
所

長
に
着
任
し
た
の
で
す
。

　
「
当
時
は
二
人
目
の
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
、
月

曜
に
前
橋
協
立
病
院
で
外
来

を
務
め
、
火
曜
の
み
休
み
、
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【
俳
句
・
川
柳
】

木こ

下し
た

闇や
み

捨す
て

子こ
た
ぬ
き狸

の
こ
っ
そ
り
と	

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

紫
陽
花
に
活
い
た
だ
き
し
背
筋
伸
ぶ	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

短
夜
の
あ
け
ゆ
く
南
瓜
頬
に
や
さ
し
く
夏
至	

倉
賀
野
町　

浦
野　

睦
子

友
の
う
で
杖
が
わ
り
で
の
温
た
か
さ	

山
名
町　

鷹
林
美
穂
子

短
夜
の
夢
は
戦
火
の
終
わ
る
事	

観
音
山
狂
児

【
短
歌
】

早
朝
の
畑
に
親
子
の
狐
が
い
て

　
　
　
　

戯た
わ
むれ

て
る
の
吾わ

娘こ

が
み
つ
け
し	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

久
し
振
り
や
っ
と
出
会
え
た
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　

形
愛
ら
し
味
は
さ
わ
や
か	

甘
楽
町　

中
重　

仁
子

庭
先
に
植
え
た
胡
瓜
が
実
を
付
け
た

　
　
　
　

毎
朝
な
が
め
る
楽
し
み
一
つ	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

カ
サ
無
し
の
ラ
ウ
ン
ド
願
い
て
る
て
る
坊
主

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
く
る
み	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

〈
お
名
前
な
し
の
お
便
り
〉

　

立
派
な
彫
刻
が
あ
る
板
鼻

の
「
長ち

ょ
う
で
ん
じ

傳
寺
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
色
彩
豊
か
で
複
雑

な
日
光
の
陽
明
門
造
営
の
彫

刻
師
の
流
れ
を
汲
む
と
思
わ

れ
て
い
る
工
匠
が
十
数
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
も

の
で
す
。
本
堂
の
欄
間
、
書

院
の
玄
関
等
に
豪
華
な
そ
し

て
優
美
と
も
言
え
る
数
々
の

彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
名
の
方
に

図
書
券
を
送
り
ま
す
。
ま

た
、「
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

ま
で
、
あ
な
た
の
近
況
、

ご
意
見
、
そ
の
他
、
一
言

添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

７
月
末
日
必
着
の
こ
と
。

６
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
６
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

関　

八
千
代
（
高
関
町
）

吉
井
多
美
子
（
高
関
町
）

米
山　

繁
男
（
浜
尻
町
）

天
沼　

康
子
（
上
小
鳥
町
）

佐
藤
美
栄
子
（
貝
沢
町
）

新
井　

幸
男
（
城
山
町
）

花
形　

是
紀
（
倉
賀
野
町
）

大
谷　

一
平
（
江
木
町
）

酒
井　

洋
子
（
岩
押
町
）

松
井
由
紀
乃
（
安
中
市
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ～Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

ツ
ユ
ア

エ

ケ
マ

お
便
り

【連載15】

と
こ
ち
ゃ
ん

編
み
物
と
わ
た
し

　

私
が
編
み
物
を
習
い
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、「
い
こ
い
の
家　

ゆ
う

ゆ
う
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
れ
て
い
る
友
人
（
先

生
）
と
の
出
会
い
で
す
。

　

手
先
が
不
器
用
で
糸
、
針

を
持
つ
の
が
苦
手
、
失
敗
を

繰
り
返
す
私
に
、
穏
や
か
に

根
気
強
く
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
習
っ
て
い
る
仲
間

た
ち
に
も
励
ま
さ
れ
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
に
は
、

み
ん
な
で
評
価
し
合
い
、
褒

め
合
う
の
で
す
。

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　

そ
の
う
ち
編
む
の
が
だ
ん

だ
ん
楽
し
く
な
り
10
年
以
上

も
通
い
続
け
て
い
ま
す
。
手

を
動
か
し
な
が
ら
仲
間
達
と

の
た
わ
い
の
な
い
会
話
の
中

で
、
と
て
も
良
い
人
生
勉
強

が
で
き
、
情
報
共
有
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

　

ま
た
、
家
で
は
Ｄ
ヒ
ッ
ツ

や
ラ
ジ
コ
で
好
き
な
音
楽
や

番
組
を
聞
き
な
が
ら
編
み
物

を
し
て
い
る
時
が
幸
せ
を
感

じ
る
ひ
と
と
き
で
す
。
こ
こ

数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
お
休
み

し
て
い
ま
す
が
、
年
一
回
の

ク
ラ
ス
会
へ
の
里
帰
り
に
は
、

自
作
の
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー

で
と
び
き
り
お
し
ゃ
れ
を
し

て
出
か
け
る
の
が
何
よ
り
も

の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

６
月
８
日
、
恒
例
の
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
に
出
か
け
ま
し

た
。

　

い
つ
も
の
公
民
館
か
ら
10

分
ち
ょ
っ
と
の
希
望
の
丘
農

園
。
畑
に
は
、
大
粒
で
甘

み
の
強
い
品
種
や
ち
ょ
っ
と

す
っ
ぱ
め
の
か
わ
い
ら
し
い

品
種
な
ど
数
種
類
の
さ
く
ら

ん
ぼ
が
赤
く
実
り
、
持
ち
き

　

６
月
９
日
、
25
日
と
玉
村

町
支
部
の
「
え
ん
が
お
」
企

　

多
肉
植
物
の
寄
せ
植

え
を
楽
し
む
「
花
の
会
」

の
１
回
目
の
班
会
が
、

６
月
５
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
黒
澤
（
里
）
宅

の
お
庭
を
お
借
り
し
て

集
ま
っ
た
11
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
小
鉢
に
植
え
込

み
、
完
成
さ
せ
た
後
は
、

持
参
の
お
や
つ
を
食
べ

な
が
ら
談
笑
。
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

　

６
月
２
日
の
午
後
、
通
町

診
療
所
利
用
委
員
会
主
催
の

第
１
回
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

を
鞘さ

や

町
の
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
あ
す
な

ろ
２
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
雨
の
中
、
チ
ラ

シ
を
見
た
り
診
療
所
職
員
に

声
を
掛
け
ら
れ
た
り
し
た
地

域
の
方
が
３
人
来
て
く
れ
ま

し
た
。
主
催
者
合
わ
せ
て
９

人
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い

今
年
も
来
ら
れ
た
！

今
年
も
来
ら
れ
た
！	

乗
附
支
部

え
ん
が
お
続
く

え
ん
が
お
続
く	
玉
村
町
支
部

藤
岡
支
部
に
新
班
誕
生
！

藤
岡
支
部
に
新
班
誕
生
！

	

花
の
会
班
会

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
９
人
集
ま
る

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
９
人
集
ま
る

	

通
町
診
療
所
利
用
委
員
会

れ
な
い
ほ
ど
摘
ん
で
思
い
思

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

あ
ん
ま
り
お
い
し
く
て
、

制
限
時
間
前
に
お
な
か
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は

別
腹
。
農
園
を
見
下
ろ
す
ベ

ン
チ
で
「
今
年
も
来
ら
れ
た
」

と
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
し

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ろ
い
ろ
な
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

次
回
は
８
月
４
日
金
曜

日
、
13
時
半
か
ら
15
時
ド
リ

ン
ク
１
オ
ー
ダ
ー
制
で
す
。

　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
あ
す
な
ろ
は
一

時
閉
店
し
ま
し
た
が
、
趣
の

あ
る
建
物
・
内
装
は
そ
の
ま

ま
に
今
は
高
崎
経
済
大
学
の

学
生
が
工
夫
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
鞘
町
73

電
話
０
２
７-

３
８
４-

２
３
８
６

―今年も現地での会場とオンラインの同時開催―
　原水爆禁止2023年世界大会は、長崎でのメイン会場とオンラインで
の同時開催となります【ヒロシマデー集会：８月６日（日）、ナガサキ
デ―集会：８月９日（水）】。今回もはるな生協からの代表派遣はあり
ませんが、医療生協として「命の尊さと平和」を訴え、「武器より薬、
兵士より医療」を呼びかけ、原爆の悲惨さを発信していきます。

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

さやいんげんのおかか煮

●材　料（２人分）
・さやいんげん…………… 10本
・竹輪…………………………１本
・醬油……………………小さじ１
・みりん………………… 小さじ1
・削り節………………………５ｇ
・水……………………………適量

●作り方
①�さやいんげんはヘタを取り、長
さを３等分に切る。
②�竹輪は縦半分にきり小口切りに
する。
③�鍋に調味料を入れ、水を加え弱
火で煮る。
④�煮汁が少なくなり、やわらかく
なったら削り節を加え全体にか
らめる。

　さやいんげんには、カロテンやビタミン B 群、カルシウムが多く
含まれていて、疲労回復や貧血予防に効果があるといわれています。

 （高崎中央病院栄養科　調理師　武藤　圭吾）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

〈１人分の栄養価〉
　47kcal　塩分0.7ｇ 社会保障委員会

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで　☎027-323-2762

原水爆禁止2023年世界大会について

原爆パネル展開催のお知らせ
期間：７月26日（水）～８月９日（水）
場所：�高崎中央病院・歯科診療所・通町診療所・組合員ふれあい会館の各待合室
※各箇所で数枚を展示します。

６６
月
の
活
動

月
の
活
動

画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
、
野
菜
販
売
、

多
肉
植
物
の
寄
せ

植
え
を
行
い
ま
し

た
。

　

え
ん
が
お
た
ま

む
ら
で
は
、
昨
年

か
ら
「
お
散
歩
プ

チ
マ
ル
シ
ェ
」
の

名
前
で
は
じ
ま
り

今
回
で
３
回
目
、

訪
れ
る
ご
近
所
さ

ん
と
近
況
報
告
も

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　真夏日となった６月 24日、３回目となる子育てのお話と交流会が
高崎中央病院小児科待合室で行われ、４組（オンライン含）が参加し
ました。
　講師は、鈴木隆先生 (同病院・小児科医師 )で３回目のお話しは、「子
どもの事故と対策」についてでした。
　お話の後は、質疑をしながらワイ
ワイと交流しました。
　次回は、７月 15日（土）14時か
ら同会場で「トイレットトレーニン
グ」のお話と交流会を行います。

子育て講座に４組が参加子育て講座に４組が参加
= 第３回ワイワイ子育て講演会と交流会 ==第３回ワイワイ子育て講演会と交流会 =


